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2026年事業報告

1．概括

　昨年は、3Dスキャンの新たな活用方法として秋田県のインフラ調査で実証実験を行い、その代替
性の可能性を記すると共に新たな課題も見つかり、今後の活用における可能性を見出す事ができた。
これは、会員の技術力の高さもさることながら、新たな試みを行おうとする関係者の尽力の賜物で
あると感じる。また、人手不足解消に向けた取組においても、自動化技術の発信を行うも、国内市
場の縮小、円安基調の為替レート変動等、多くの不安材料に見舞われ、情報発信に留まっている。
3Dスキャナ自体の価格も下がり企業にとっては、導入しやすくなってはいるものの、技術者の育成
に、時間を要する事から本導入には至っていないケースも多くみられる。
　2026年は、本業界にとって重要である展示会「Control」が開催されない事から、最新の情報確
保が行いづらい事も懸念事項ではあるが、理事各位が国内外問わず、最新情報の取得に務めるように
進めていく。
　当会の根幹でもある「会員交流会」と「3DSTトレンドセミナー」は、各々の情報共有を含めると
共に、新規会員の情報発信の場としても重要であることから継続して行っていきたい。
また、インフラ調査での 3Dスキャニングの活用幅を広げる為にも専門委員会を組織し、データの取
得手法の確立、データ閲覧手法の確立など、メンバーの知見を併せて、エンドユーザーが使いやすい
ようにしたいとも考える。

　当会は、2027年に 10周年を迎える。その前年の年として、実りある実績を多くの会員メンバーと
共に作りあげ、10周年を迎えたいと考え、更なるプレゼンス向上を念頭におき、会員の声と真摯に
向きあい、2026年の活動を進めて行く。
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2026年実施計画

1．交流事業
　会員の技術共有および会員同士の交流を目的とし、例年通り年 6回の開催を行う。
具体的な時期としては、1月・4月・5月・7月・8月・10月・11月を想定している。
　また、会員の技術および製品の発信の場として「3DSTトレンドセミナー」を例年通り年 3回の
開催を行う。具体的には、6月・9月・12月を想定している。

2．教育事業
　新たな技術者の育成およびこれから導入する企業に向けたセミナー兼講習として、産業技術セン
ターと連携し、年 3回の実施に向け協議を行う。
　また、次世代エンジニア育成に向け、工学院専門学校建築学科とも連携し、協議を進める。

3．新活用事業
　スマート保安として、新たな活用方法の専門員会を設置し、データ取得手法およびデータ閲覧手法の
確立を目指す。

4．広報事業
4 - 1．広報誌「SCAN」
　会員並びに 3Dスキャニングを活用できる業界に向け、広報誌「SCAN」を 2カ月毎に発行を行う。
新技術や新製品を積極的に PRしていく。

4 - 2．SNS
　3Dスキャニングを知らない方々に向け、どうような技術であるかを身近に感じてもらうべく、SNS
を活用し、その魅力を発信していく。身近にあるモノや珍しいモノなのを含め、3Dデータにする過程
や 3Dデータの魅力を伝える。
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2025年事業報告 （一社）三次元スキャンテクノロジー協会

科目 今期 前期 増減
⑴経常収益
　入会金
　　賛助会員 165,000 0 165,000
　　法人会員 220,000 220,000 0
　　個人会員 16,500 33,000 △ 16,500
　　学生会員 0 0 0
　会費 0
　　賛助会員 3,630,000 3,300,000 330,000
　　法人会員 1,980,000 1,650,000 330,000
　　個人会員 382,800 316,800 66,000
　　学生会員 0 0 0
　事業収入
　　コンサルティング収入 25,920,000 15,474,089 10,445,911
　　売買収入 7,815,193 1,315,193 6,500,000
　雑収入 0
　　利息 932 932 0
　　雑収入 527,863 1,291,267 △ 763,404
経常収益計 40,658,288 23,601,281 17,057,007
⑵経常支出
　事業費
　　謝金 200,000 230,000 △ 30,000
　　会議費 25,682 25,682 0
　　交際費 1,500,000 1,854,338 △ 354,338
　　会場借用費 195,800 195,800 0
　　外注費 18,310,270 2,736,685 15,573,585
　　消耗品費 150,000 185,568 △ 35,568
　　支払手数料 420,453 420,453 0
　　役員報酬 6,900,000 7,100,000 △ 200,000
　　給料手当 4,500,000 4,331,135 168,865
　　法定福利費 1,550,681 1,550,681 0
　　福利厚生費 30,000 29,573 427
　　旅費交通費 3,000,000 2,029,230 970,770
　　通信費 151,200 131,171 20,029
　　広告宣伝費 635,200 533,362 101,838
　　運賃 300,000 22,858 277,142
　　賃借料 491,280 454,421 36,859
　　水道光熱費 88,066 88,066 0
　　保険料 90,960 90,960 0
　　租税公課 1,104,989 1,004,989 100,000
経常支出計 39,644,581 23,014,972 16,629,609
今期経常増減額 1,013,707 586,309 427,398

2026年収支予算書
2026年1月1日～2026年12月31日


